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研究成果の概要（和文）：現存する狩猟採集民を中心に文化人類学・発達心理学的調査を行い，以下のような新人の学
習特性を解明した。1)ヒト特有の発達段階である子ども期や思春期に創造性を育む学習活動が行われる，2)社会的ネッ
トワークを背景とした社会学習が創造的な個体学習を支えている，3)協同活動への参加を通して模倣と観察による主体
的学習が行われる，4)動作を丸ごと模倣学習する，5)高度の認知能力（心の理論，メタ学習等）が創造的学習を支えて
いる，6)ヒト以外の動植物や人工物からも対話を通して学ぶ，7)習得文化を客体化したのち上位の学習レベルで再構築
する。これら諸点で旧人との学習能力の相違を生じている可能性を指摘できる。

研究成果の概要（英文）：Anthropological and psychological investigations were conducted among 
contemporary hunter-gatherers to understand modern humans’ learning behavior. It has become clear that 
characteristics of learning behavior mentioned hereafter make innovative human learning ability: 1) 
development pattern with long childhood and adolescence, 2) extended social networks for innovative 
individual learning, 3) active learning with observation and imitation through participation in communal 
activities, 4) a whole copy of body movements as an effective method, 5) high cognitive abilities like 
theory of mind and meta-learning, 6) ability to learn from wild animals and plants and things made by 
other people, 7) ability to rebuild behavioral system at a higher level after once objectifying and 
deconstructing it. Those points seem to have much to do with the difference of learning ability between 
modern humans and the Neanderthals.

研究分野： 文化人類学

キーワード： 文化人類学　狩猟採集民　子ども　学習　遊び　創造性　社会進化　遊び集団
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様 式

１．研究開始当初の背景
(1) 新学術領域研究「交替劇」（平成
～26
前の新人ホモ・サピエンス誕生以降，アフリ
カを起点にして世界各地で漸進的に進行し
た新人と旧人ネアンデルタールの交替劇を，
生存戦略上の問題解決に成功した社会と失
敗した社会として捉え，その相違を旧人と新
人の間に存在した学習能力差にあったとす
る作業仮説（以下「学習仮説」）を
れを実証的に検証する
(2)総括班の下に
ならびに招待研究を立ち上げ，人文系・生物
系・理工系諸分野の連携研究のもとで「学習
仮説」（①旧人・新人の間に学習能力差・学
習行動差が存在したこと、②その能力差・行
動差はヒトにおける学習能力の進化の結果
であること、③その能力差・行動差の存在を
両者の脳の神経基盤の形態差で証明するこ
と）の実証的検証を目指した。
 
２．研究の目的
(1) 計画研究
業面・ライフスタイルでの共通基盤を有する
現生の狩猟採集民集団において，文化人類学
的観点から子どもの学習行動，とくに遊びを
通した日々の学習行動の実態を把握し，発達
心理学的研究も加えて，新人の学習行動の特
性を把握
タを基に進化的視点に立って，学習行動およ
び能力の学際的・文理統合的な比較研究を行
い，新人と旧人の相違点と類似点を解明する。
狩猟採集民社会に関しては，
人類学の誕生以来，学問的に重要な生活様式
として認められてきたが，
習については
た(Hewlett and Lamb 2005)
(2)調査は狩猟採集生活の全体を対象とする
が，とくに子どもの身体発達と行動発達を生
物学的・心理学的
子どもをとりまく社会集団と学習行動との
関係，遊び集団における社会学習
体学習
学習行動について
ョンに関わる
する。これらを統合し
学習の実
合わせながら
 
３．研究の方法
(1) アフリカ大陸カメルーン及び中央アフ
リカ共和国
カ・ピグミー，旧ザイール［現コンゴ民主共
和国］イトゥリの森
ブティ・ピグミー，ボツワナ共和国
ア共和国
ストラリア北部森林地帯
帯のオーストラリア原住民，カナダ極北地帯
のイヌイト
び生態人類学的
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生存戦略上の問題解決に成功した社会と失
敗した社会として捉え，その相違を旧人と新
人の間に存在した学習能力差にあったとす
る作業仮説（以下「学習仮説」）を

実証的に検証する
総括班の下に当班を含む

ならびに招待研究を立ち上げ，人文系・生物
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仮説」（①旧人・新人の間に学習能力差・学
習行動差が存在したこと、②その能力差・行

差はヒトにおける学習能力の進化の結果
であること、③その能力差・行動差の存在を
両者の脳の神経基盤の形態差で証明するこ
と）の実証的検証を目指した。
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タを基に進化的視点に立って，学習行動およ
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物学的・心理学的・社会的
子どもをとりまく社会集団と学習行動との
関係，遊び集団における社会学習
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ア共和国の半砂漠地帯のブッシュマン，オー
ストラリア北部森林地帯
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のイヌイト社会において文化
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遊び集団の実態，②技術・技能・知識などの
学習過程，③創造性の出現と普及の様態，④
教示行動と学習行動の関係を明らかにする。

  
(2)
特性の
特性，②発達と学習との関係，③狩猟採集環
境が学習行動、認知能力の発達に与える影響
等をあきらかにする。
(3) 
民について
相違や変動に応じた生活と学習行動の変化，
②子どもの遊び
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４．研究成果
(1)
あり
動に参加する中で，子ども自身の主体性を生
かしたさまざまな社会学習が行なわれてい
る（図２）
の乳幼児期～中期子ども期における想像力，
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達を実験的手法を取り入れて調査し，ヒト特
有の子ども期に革新的行動の基盤が培われ
ていることを解明した。
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４．研究成果 
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かしたさまざまな社会学習が行なわれてい
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Mbuti/Efe

Baka

Aka

図１

発達や遊び集団を中心とした子
動の観察を通して，①各狩猟採集民における
遊び集団の実態，②技術・技能・知識などの
学習過程，③創造性の出現と普及の様態，④
教示行動と学習行動の関係を明らかにする。
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うに，自然界において発見した美を絵画や彫
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生動植物のドメスティケーションの基盤と
なったと推定できる（図８）。
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考古学班とともに研究項目Ａ（学習仮説を検
証する実証的証拠の同定・記述・分析）を担
当し
猟採集民の生業活動と社会組織や，資源調達
や技術伝播に関わる地域間交流の実態
べた。それらに関連する考古学的証拠と付き
合わせ，ヨーロッパ
先史狩猟採集民の生活様態と学習行動の復
元推定
 B01
究では，理論モデルの作成に必要な生態学的
及び人口学的パラメータを提供し，より蓋然
性の高いモデルの実現に貢献した。また，個
体学習と社会学習の関係についてより現実
的なモデル化のための共同研究を行った。
 C02 
は，
などの発達の研究，ならびに
エンス・共有志向性などの心理的特性の発達
について研究を進めた。
 招待研究者
ームが行う生物人類学的観点からの狩猟採
集民の調査と連携し，狩猟採集民における子
どもの成長プロセスと生業活動への関与，学
習の発達に関する共同研究を行い，旧人とは
異なる新人の成長パターンと生存戦略
り方
 
(11
などの協同によって組織された。文化人類学
は人間集団における学習の問題を取り扱っ
てきたが，その揺籃期における進化主義人類
学の衰退以来，進化について語ることはほと
んどなく，形質人類学や生物人類学などの分
野との間は大きな断
達心理学ではもっぱら個人の心理的発達を
取り扱い，進化の視点はやはり欠けていた。
一方，
化心理学などの分野では進化をベースにし
た研究が蓄積され，人類進化の手がかりを提
供してきたが，文化人類学や発達心理学では
その受け皿が欠如していた。今回の
同研究では
ど他のさまざまな学問
の進化の一点をめぐって文理の枠を超えて
共同研究を展開し，
ての新
きた
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10) 他の研究班との連携では
考古学班とともに研究項目Ａ（学習仮説を検
証する実証的証拠の同定・記述・分析）を担
当し，A01 考古学班と連携して，現存する狩
猟採集民の生業活動と社会組織や，資源調達
や技術伝播に関わる地域間交流の実態
べた。それらに関連する考古学的証拠と付き
合わせ，ヨーロッパ
先史狩猟採集民の生活様態と学習行動の復
推定を行った。
B01 集団生物学・数理生物学班との連携研

究では，理論モデルの作成に必要な生態学的
及び人口学的パラメータを提供し，より蓋然
性の高いモデルの実現に貢献した。また，個
体学習と社会学習の関係についてより現実
的なモデル化のための共同研究を行った。
C02 脳科学・古神経科学班との連携研究で
，乳幼児期の子どもの言語発達や象徴行動

などの発達の研究，ならびに
エンス・共有志向性などの心理的特性の発達
について研究を進めた。

招待研究者の
ームが行う生物人類学的観点からの狩猟採
集民の調査と連携し，狩猟採集民における子
どもの成長プロセスと生業活動への関与，学
習の発達に関する共同研究を行い，旧人とは
異なる新人の成長パターンと生存戦略
り方を解明した。

11) 本研究は文化人類学者や発達心理学者
などの協同によって組織された。文化人類学
は人間集団における学習の問題を取り扱っ
てきたが，その揺籃期における進化主義人類
学の衰退以来，進化について語ることはほと
んどなく，形質人類学や生物人類学などの分
野との間は大きな断
達心理学ではもっぱら個人の心理的発達を
取り扱い，進化の視点はやはり欠けていた。
一方，20 世紀半ば以降勃興した霊長類学や進
化心理学などの分野では進化をベースにし
た研究が蓄積され，人類進化の手がかりを提
供してきたが，文化人類学や発達心理学では
その受け皿が欠如していた。今回の
同研究では霊長類学，教育学，認知心理学な
ど他のさまざまな学問
の進化の一点をめぐって文理の枠を超えて
共同研究を展開し，
ての新学術領域
きたと考える。
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